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­­重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
金
の
支
給
方
法

を
自
動
還
付
方
式
に
変

更
し
ま
す
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主
な
議
案
の
内
容

大
月
市
議
会
第
１
回
定
例
会

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

２
月
28
日
〜
３
月
20
日（
21
日
間
）

条
　
　
　
例

­­市
長
、
教
育
長
の
給
与

を
20
％
削
減
し
ま
す

◎
大
月
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
中
改
正

「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
」
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
引
用
条

項
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

今
定
例
会
の
議
案
　
（
審
査
付
託
先
）

市
長
提
出
案
件

条
例
…
…
…
…
25
件
（
各
常
任
委
員
会
）

当
初
予
算
…
…
９
件
（
予
算
審
査
特
別
委
員
会
）

補
正
予
算
…
…
８
件
（
各
常
任
委
員
会
）

そ
の
他
…
…
…
２
件
（
各
常
任
委
員
会
）

人
事
…
…
…
…
２
件
 

議
会
提
出

意
見
書
…
…
…
１
件

­­市
立
中
央
病
院
で
口
腔

外
科
の
診
療
を
開
始
し

ま
す

◎
大
月
市
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
中
改
正

平
成
26
年
度
か
ら
、「
歯
科
口

腔
外
科
」
の
診
療
を
開
始
す
る

こ
と
に
伴
い
、
標
榜
診
療
科
目

に
新
た
に
追
加
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

­­消
防
団
員
の
退
職
報
奨

金
を
５
万
円
引
上
げ
ま

す◎
大
月
市
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
関

す
る
条
例
中
改
正

「
消
防
団
を
中
心
と
し
た
地
域

防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る

法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
消
防
団
員
の
退
職
報
償

金
の
引
き
上
げ
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

消
費
税
の
改
正
に
よ
り

市
内
各
施
設
（
左
記
施

設
）
の
使
用
料
・
手
数

料
等
を
引
き
上
げ
ま
す

◎
大
月
市
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
条
例
中
改
正

平
成
26
年
11
月
１
日
か
ら
、

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

金
の
支
給
方
法
を
窓
口
無
料
方

式
か
ら
自
動
還
付
方
式
に
変
更

す
る
こ
と
、
併
せ
て
改
正
す
べ

き
字
句
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◎
大
月
市
長
等
の
給
与
の
減
額

に
関
す
る
条
例
中
改
正

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
平

成
26
年
度
も
引
き
続
き
、
市
長
、

副
市
長
及
び
教
育
長
の
給
料
月

額
を
20
％
減
額
す
る
も
の
で
あ

◎
大
月
市
学
校
施
設
及
び
公
民

館
使
用
に
関
す
る
使
用
料
条
例

中
改
正

【
以
下
、施
設
名
・
事
業
名
の
み

列
挙
】

・
大
月
市
民
会
館

・
大
月
市
立
図
書
館

・
大
月
市
郷
土
資
料
館

・
大
月
市
西
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

・
大
月
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
大
月
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
大
月
市
西
部
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

・
大
月
市
農
産
物
加
工
場

・
大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
大
月
市
下
水
道

・
大
月
市
簡
易
水
道

・
大
月
市
立
中
央
病
院

「
消
費
税
法
及
び
地
方
税
法
」の

改
正
に
よ
り
消
費
税
等
の
税
率

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
使
用
料
を
改
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

【
中
央
病
院
で
は
他
の
病
院
と

の
均
衡
を
は
か
る
必
要
が
あ
る

事
か
ら
特
別
室
料
、文
書
料（
診

断
書
、
証
明
書
等
）
の
改
正
を

併
せ
て
行
う
も
の
】

り
ま
す
。
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そ
　
の
　
他

人
　
　
　
事

予
算
（
当
初
）

◎
大
月
東
小
学
校
校
舎
・
体
育

館
建
設
事
業

（
４
億
３
０
２
万
円
）

学
校
適
正
化
に
よ
り
中
核
校

と
な
る
大
月
東
小
学
校
校
舎
・

体
育
館
の
耐
震
化
を
図
る
た
め
、

工
事
に
着
手
す
る
。

◎
大
月
東
中
学
校
プ
ー
ル
建
設

事
業

（
７
、
８
１
５
万
円
）

学
校
適
正
化
に
よ
り
中
核
校

に
な
る
大
月
東
中
学
校
校
舎
整

備
に
続
き
、
プ
ー
ル
施
設
を
整

備
す
る
。

◎
統
合
小
学
校
施
設
整
備
事
業

（
８
、
６
１
３
万
円
）

大
月
第
一
中
学
校
を
小
学
校

化
す
る
た
め
、
施
設
を
改
修
・

整
備
す
る
。

◎
大
月
短
大
施
設
整
備
事
業

（
２
、
４
１
８
万
円
）

◎
大
月
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る

件
大
月
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
１

名
の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

○
大
月
市
大
月
町
真
木

藤
　
本
　
政
　
一

◎
大
月
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
件

大
月
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
た
に
次
の
方
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

○
大
月
市
七
保
町
浅
川

加
　
藤
　
光
　
三

◇
基
本
方
針

「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

「
出
」

「
教
育
、医
療
に
重
点
」

新
規
事
業
及
び
主
要
事
業

大
月
短
大
の
施
設
整
備
の
た

め
の
実
施
設
計
に
着
手
す
る
。

◎
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
金

支
給
事
業

（
６
、
３
２
７
万
円
）

小
児
の
医
療
費
に
助
成
を
行

う
事
に
よ
り
、
小
児
の
健
や
か

な
成
長
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
。
（
う
ち
中
学
生
通
院

費
助
成
は
26
年
度
新
規
事
業
）

◎
指
定
避
難
場
所
太
陽
光
発
電

施
設
等
導
入
事
業

（
２
、
４
９
９
万
円
）

地
域
防
災
拠
点
（
指
定
避
難

所
）
で
あ
る
猿
橋
中
学
校
へ
太

陽
光
発
電
施
設
（
７
・
５
k
w
）、

蓄
電
池
（
15
ｋ
ｗ
ｈ
）
を
導
入

す
る
。

◎
中
央
公
民
館
（
市
民
会
館
）

改
修
事
業

（
３
、
４
３
５
万
円
）

施
設
の
安
全
対
策
に
資
す
る

た
め
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修

を
実
施
す
る
。

◎
中
央
病
院
新
病
棟
建
設
事
業

（
３
億
６
、
０
８
９
万
円
）

東
部
医
療
圏
の
中
核
病
院
と

し
て
施
設
の
整
備
を
行
い
、
増

加
す
る
医
療
需
要
に
応
え
、
高

度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
【
26
年
度
完
成
】
（
23
〜

26
年
度
総
事
業
費
32
・
６
億
円
）

◎
中
央
病
院
施
設
整
備
事
業

（
１
億
９
、
２
９
５
万
円
）

既
存
棟
で
あ
る
南
棟
、
給
食

棟
、
医
師
宿
舎
等
の
改
修
及
び

医
療
機
器
の
整
備
を
実
施
す
る
。

◎
市
制
60
周
年
記
念
事
業

（
１
７
０
万
円
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
「
ふ
る
さ

と
自
慢
、
う
た
自
慢
」
、
市
制

記
念
式
典
、
広
報
市
制
60
周
年

特
集
、
記
念
事
業
（
か
が
り
火

市
民
祭
り
・
十
二
単
衣
の
富
士

を
見
る
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
、

鮎
釣
り
大
会
、
大
ツ
キ
軽
ト
ラ

市
）
の
開
催

◎
シ
ル
バ
ー
お
出
か
け
パ
ス
交

付
事
業

（
２
、
８
９
３
万
円
）

◎
障
害
者
お
出
か
け
パ
ス
交
付

事
業

（
１
２
０
万
円
）

◎
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

（
４
億
42
万
円
）

桂
川
流
域
関
連
大
月
市
公
共

下
水
道
計
画
に
基
づ
き
、
市
民

の
快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
と

河
川
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し

て
、
下
水
道
整
備
を
行
う
。

◎
大
月
都
留
広
域
事
務
組
合
負

担
金

（
６
億
８
、
３
６
３
万
円
）

ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
施
設

の
維
持
管
理
及
び
施
設
周
辺
整

備
等
に
係
る
負
担
金

◎
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

関
係
事
業

（
１
億
９
、
２
１
３
万
円
）

予
算
（
補
正
）

２
月
14
日
〜
15
日
の
大

雪
に
係
る
補
正
総
額
は

１
億
３
、
０
３
０
万
円

◎
市
道
等
除
雪
経
費

（
９
、
３
８
２
万
円
）

◎
農
業
施
設
倒
壊
撤
去
費
用
助

成
（
２
０
０
万
円
）

◎
災
害
救
助
活
動
事
業

（
１
、
１
６
５
万
円
）

◎
市
道
の
路
線
変
更
認
定
の
件

道
路
法
第
10
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
、
市
道
の
路
線
変
更

認
定
を
行
う
も
の
。

・
市
道
梁
川
猿
橋
線

・
市
道
奈
良
子
２
号
線

25
年
度
３
月
追
加
補
正
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当初予算を可決！

予算審査特別委員会において、議会側か
ら出された質問・意見等に対し、市（当
局）からの回答です。以下、主なものを
紹介します。

委員長
後藤　慶家

副委員長
古見　金弥

予算審査の過程において、各委員から出された多くの意見のうち主なものを２点ほど申し上げます。
①　税収等の減少が見込まれ、厳しい財政運営を余儀なくされている現状、市単独の財源確保は喫緊
の課題であります。こうした状況のもと、財源確保するための手段として、市公共物を含めた市有
財産等、処分可能となる財産等を再度洗い直し、積極的に土地等売却し財源の確保に努められたい。
また、財政を逼迫させている要因の一つである旧土地開発公社が所有していた、用地については、

収益等ある用地を除き、早期に売却等するよう努められたい。
なお、処分にあっては、処分規定はあるものの、既成概念にとらわれず、経営的感覚の上に立ち、

処分方法等駆使し、積極果敢に取り組んでいただきたい。
また、用地取得に当たっては、公有地として、既に、賃貸等で使用している用地については、費　　

用対効果、あるいは、効率的運用の観点に立ち、可能な限り、買い取り等による取得に努められた
い。

②　医療を取り巻く環境は、一向に好転の兆しが見えず、厳しい病院経営が続いている状況下、災害
拠点病院としての機能を強化し、目前に新病棟での診療がスタートする中、整形外科医 1名、内科
医１名（総合診療科）、眼科医１名の３名の医師が常勤することとなり大いに期待をしている所で
あります。
しかしながら、病院運営においては、赤字経営が続いており、この現状から目を逸らすことので

きない中、この機を逃すことなく、病院再生に向け、ありとあらゆる手段を講じ、経営健全化に取
り組んでいただくと共に、引き続き、医師、看護師等病院スタッフの確保にも努め、信頼される病
院を目指してもらいたい。

なお、厳しい財政状況のもと、財政健
全化、あるいは、病院経営の健全化にあ
っては、市長指揮のもと、全職員一丸と
なり、そして、議会も一丸となり、この
難局に立ち向かい、市民が信頼し、安心
して生活のできるまちづくりに、更に努
力するようにとの意見もありました。

そのほか、多くの委員から多数の活発
な質疑がありましたが、詳細については、
会議録にとどめてありますので、ご了承
願います。

平成 26 年度予算審査特別委員会　委員長報告（要旨）
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平成26年度 

市（当局）からの
回答

①透析の職員等を増やして対応して
いきたい。

②４名から５名の常勤医師を確保し
て、13 名を目指している。

③入院と外来を合わせて、月に 500
万円程度を見込んでいる。

④リハビリは医師の処方による。整
形外科の医師も増え、増収が期待
できる。

⑤支度金は２名程度を想定してい
る。奨学金は平成 25 年度の利用者
は 10 名、平成 26 年度は６名とな
っている。

中央病院
について

財政健全化
について

財産管理
について

①税収の確保は容易にできない状況
の下、滞納金は多大であり、市の財
政に多大な影響を及ぼしている。
現課にとどまらず、全庁的な対応
を図り収納率の向上、強化に努め
ることを望む。

①公社の財産を今後管理するわけだ
が、駐車場等の管理費はどうか。

①市の歳入の中心となる市税等の収
納率は、税負担の公平性の観点か
らも重要な課題であり、また、直接
市民サービスにも大きく影響する
ことから、より一層の徴収体制等
の強化に努めなくてはならない。
このため、次の６点の対応に基づ
き、徴収率の向上を図る。
１、担当職員の育成　
２、公法に基づき徴収を行う　
３、全庁的な対応を図り徴収率を

向上させる
４、新規滞納者の発生抑止　
５、徴収方法の利便性の向上　
６、納税意識を高揚させるための

普及活動

①不動産収入として、公社の関係す
る用地は、4,856 万円である。内
訳として、大月駅西駐車場 1,300
万円、猿橋駅西駐車場 600 万円、初
狩奥丸田 1,695 万円が主な歳入で
あり、支出としては、駐車場管理
費、ゆりケ丘の管理費等 100 万円
程を計上している。

市議会からの
質問・意見

①市内の透析患者は 93 名おり、中
央病院に 48 名が受診していると
聞くが、市外へ行っている患者を
中央病院で診療できないか。

②平成 26 年度は常勤医師が何名増
えるか。

③整形外科が再開されるが、売り上
げはどうか。

④リハビリスペースが広く作ってあ
るが、増収見込みや活用方法は。

⑤看護師の確保について、修学資金
と支度金を利用している人数は。
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平成26年３月定例会議決結果等一覧表
（賛成○　反対●　棄権ー）※小泉二三雄議長を除く

条例

○○○○○○○○○○○○○○

｜○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

●○○○○○●○○○●○●○

○○○○○○○○○○○○○○

｜○○○○○○○○○○○○○

●○○○○○●○○○●○●○

●○○○○○●○○○●○●○

｜○○○○○○○○○○○○○

●○○○○○●○○○●○●○

｜○○○○○○○○○○○○○

藤
本
　
　
実

小
林
　
信
保

鈴
木
　
章
司

山
田
　
政
文

卯
月
　
政
人

山
田
　
善
一

小
原
　
丈
司

西
室
　
　
衛

古
見
　
金
弥

後
藤
　
慶
家

奥
脇
　
一
夫

相
馬
　
保
政

大
石
　
源
廣

天
野
　
祐
治

結
　
　
　
果

原案
可決

議案番号

第 １ 号

第 10 号 大月市非常勤消防団員に係る退職報償金の支
給に関する条例中改正の件

第 11 号 大月市火災予防条例中改正の件
第 12 号 大月市行政財産使用料条例中改正の件

第 13 号 大月市学校施設及び公民館使用に関する使用
料条例中改正の件

第 15 号

大月市郷土資料館条例中改正の件第 16 号

大月市西部ふれあいセンター条例中改正の件第 17 号

大月勤労者体育センター設置及び管理条例中
改正の件第 18 号

大月市民会館条例中改正の件
大月市立図書館条例中改正の件

第 14 号

大月市民の体育施設の設置及び管理に関する
条例中改正の件
大月市西部農村環境改善センター条例中改正
の件
大月市農産物加工場設置及び管理条例中改正
の件
大月市総合福祉センター条例中改正の件

第 19 号

第 20 号

第 21 号

第 22 号

種別
議　員　名

案　件　名

第 23 号 大月市下水道条例中改正の件

第 ８ 号 大月市病院事業の設置等に関する条例中改正
の件
大月市消防団員等公務災害補償条例中改正の
件

大月市手数料条例中改正の件
大月市社会教育委員に関する条例中改正の件第 ５ 号

予防接種による心身障害者等に対する見舞金
等の支給に関する条例廃止の件第 ６ 号

第 ７ 号

第 ９ 号

大月市重度心身障害者医療費助成条例中改正
の件

大月市簡易水道事業給水条例中改正の件第 24 号

大月市立中央病院使用料等徴収条例中改正の
件第 25 号

平成 25年度　大月市一般会計補正予算
（第５号）専決第 1号

大月市消防長及び消防署長の資格の基準を定
める条例制定の件

第 ２ 号 大月市長等の給与の減額に関する条例中改正
の件

第 ３ 号 大月市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例中改正の件

第 ４ 号

報告 承認
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補正
予算

●○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

｜○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○

藤
本
　
　
実

小
林
　
信
保

鈴
木
　
章
司

山
田
　
政
文

卯
月
　
政
人

山
田
　
善
一

小
原
　
丈
司

西
室
　
　
衛

古
見
　
金
弥

後
藤
　
慶
家

奥
脇
　
一
夫

相
馬
　
保
政

大
石
　
源
廣

天
野
　
祐
治

結
　
　
　
果

原案
可決

議案番号

第 27 号

第 36 号 平成 25年度　大月市大月短期大学特別会計
補正予算（第３号）

第 37 号 平成 25年度　大月市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

第 38 号 平成 25年度　大月市下水道特別会計補正予
算（第２号）

第 39 号 平成 25年度　大月市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

第 41 号

平成 25年度　大月市一般会計補正予算
（第７号）第 44 号

市道の路線変更認定の件第 42 号

都留市・大月市・上野原市消防指令事務協議
会規約変更の件第 43 号

平成 25年度　大月市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第２号）
平成 25年度　大月市病院事業会計補正予算
（第２号）

第 40 号

大月市教育委員会委員の任命について同意を
求める件
大月市固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて同意を求める件
平成 26年２月の大雪による雪害対策に関す
る意見書

第 45 号

第 46 号

意見書
第１号

種別
議　員　名

案　件　名

第 34 号 平成 26年度　大月市病院事業会計予算
平成 25年度　大月市一般会計補正予算
（第６号）

平成 26年度　大月市下水道特別会計予算
平成 26年度　大月市介護保険特別会計予算第 31 号

平成 26年度　大月市介護サービス特別会計
予算第 32 号

第 33 号

第 35 号

平成 26年度　大月市後期高齢者医療特別会
計予算

平成 26年度　大月市一般会計予算第 26 号

平成 26年度　大月市大月短期大学特別会計
予算

第 28 号 平成 26年度　大月市国民健康保険特別会計
予算

第 29 号 平成 26年度　大月市簡易水道特別会計予算
第 30 号当初

予算
原案
可決

その他

人事

意見書

原案
可決

原案
可決

同意
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市
政
を
問
う

ズバリ

！

３月定例会

一 般 質 問

本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
詳しい内容については、会議録（５月下旬発行予定）を図書館及び市の
ホームページ（http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/）で閲覧することが
できます。

一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に対する方針などをただしたり、
報告を求めたりするもので、各定例会で行われます。

今定例会では、７名の議員が質問を行いました。

● 代表質問
（１）西室　衛議員　（清風会＆公明）　　　　 　　　　　　　 ９ページ

①今回の大雪災害での経験をどのように生かしていくのか
②大雪時における消防・救急業務の問題点は

（２）小原丈司議員　（山と川の街大月）　　　　　　　　　 10 ページ
①大雪に対する教訓、課題、対策を示せ
②市道インフラの修繕計画を示せ

（３）卯月政人議員　（NEW・OTSUKI）　　　　　　　　　 11 ページ
①児童生徒の教育環境について
②インフラ整備について

（４）小林信保議員　（スマイル）　　　　 　　　　　　　　　12 ページ
①「住んでよかった」「住んでみよう」と思うまちとは。その為に必要

なことは
②今回の大雪時の情報の受発信は

（５）藤本　実議員　（日本共産党）　　　 　　　　　　　　　13 ページ
①大月市立中央病院新病棟建設の意義は
②大雪の対応から備蓄等の計画は

（６）鈴木章司議員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    14 ページ
①大月インター以西改良計画は
②市民ができる自助と共助は

（７）山田政文議員　（スマイル）　　　 　　　　　　　　　　15 ページ
①定住対策、空き家の活用、子育て支援、木材資源の活用等について

提案する
②人口減少の具体的な取り組みは

● 個人質問
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Ｑ
大
雪
時
に
お
け
る
消
防
・
救

Ｑ
  急
業
務
の
問
題
点
は

Ａ
緊
急
車
両
で
あ
っ
て
も
現
場

Ａ
  に
到
着
す
る
こ
と
が
困
難
で

Ａ
  あ
っ
た

Ｑ
今
回
の
大
雪
災
害
で
の
経
験

Ｑ
  を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

Ｑ
  く
の
か

知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ

Ａ
地
域
防
災
計
画
に
反
映
す
る

Ａ
  と
と
も
に
、
地
震
災
害
対
策

Ａ
  等
に
生
か
し
て
い
く

問
災
害
対
策
本
部
の
設
置
と

活
動
内
容
、
情
報
提
供
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

ま
た
、
今
回
の
大
雪
災
害

で
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
く
の
か
。

問
消
防
・
救
急
業
務
の
問
題

点
は
。

答
市
長

と
と
同
時
に
災
害
時
に
共
助
が

で
き
る
地
域
の
力
を
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

現
場
到
着
に
長
時
間
か
か
る

と
予
想
さ
れ
る
地
域
で
の
救
急

出
動
に
際
し
ま
し
て
は
、
消
防

団
や
市
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
救
急
隊
に
引
き
継

ぐ
と
い
う
連
係
プ
レ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
大
切
な
命
が
救
わ
れ
た
こ

交
通
や
運
行
状
況
な
ど
の
情

報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
防
災
行

政
無
線
な
ど
に
よ
り
市
民
に
伝

え
る
こ
と
、
国
道
20
号
に
立
ち

往
生
し
て
い
る
車
両
の
滞
留
者

や
Ｊ
Ｒ
各
駅
に
停
車
し
て
い
る

西室　衛

代
表
質
問

清風会＆公明

電
車
内
の
乗
客
に
対
応
す
る
た

め
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と
、

市
内
の
要
援
護
者
、
高
齢
者
世

帯
の
方
々
の
安
否
確
認
を
行
う

こ
と
、
建
物
な
ど
の
被
害
状
況

の
把
握
に
努
め
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
道
路
の
除
雪
作
業
を
速
や

か
に
行
う
こ
と
な
ど
を
指
示
す

る
と
と
も
に
、
全
職
員
が
対
応

に
当
た
る
よ
う
災
害
対
策
本
部

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
の
ほ
か
に
も

立
ち
往
生
し
て
い
る
車
両
に
滞

留
さ
れ
て
い
る
方
々
や
停
車
中

の
電
車
の
乗
客
の
皆
さ
ん
も
お

り
、
こ
の
よ
う
な
方
々
に
対
し

ま
し
て
も
沿
道
や
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺

の
多
く
の
住
民
の
方
々
に
心
温

ま
る
炊
き
出
し
な
ど
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
無
事
に
帰
宅
さ

れ
た
方
々
か
ら
お
礼
の
手
紙
や

メ
ー
ル
を
数
多
く
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
優
し
い
心
や

お
も
て
な
し
に
、
こ
の
場
を
お

か
り
い
た
し
ま
し
て
、
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

今
後
災
害
対
策
本
部
会
議
に

よ
る
各
対
策
の
対
応
状
況
や
課

題
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を

答
消
防
長

問

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

行
い
、
大
月
市
地
域
防
災
計
画

に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
地
震
災
害
や
風
水
害
、

雪
害
対
策
等
に
生
か
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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Ｑ
市
道
イ
ン
フ
ラ
の
修
繕
計
画

Ｑ
  を
示
せ

Ａ
来
年
度
は
、
修
繕
計
画
の
策

Ａ
定
を
予
定
し
て
お
り
、
必
要

Ａ
な
修
繕
を
総
合
的
に
判
断
し
、

Ａ
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

問
市
道
が
傷
ん
で
い
る
と
こ

ろ
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

雪
の
後
は
毎
年
そ
う
で
す

が
、
雪
で
傷
む
前
の
補
修

箇
所
も
継
ぎ
は
ぎ
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
市
道

イ
ン
フ
ラ
を
ど
の
よ
う
な

計
画
で
修
繕
す
る
の
か
。

答
産
業
建
設
部
長

厳
し
い
予
算
状
況
の
中
、
今

後
急
速
に
老
朽
化
す
る
道
路
イ

ン
フ
ラ
に
つ
き
ま
し
て
は
効
率

的
か
つ
計
画
的
な
維
持
管
理
、

修
繕
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
維
持
管
理
計

画
の
策
定
が
急
務
で
あ
り
ま
し

代
表
質
問

答
市
長

Ｑ
大
雪
に
対
す
る
教
訓
、課
題
、

Ｑ
  対
策
を
示
せ

Ａ
除
雪
路
線
の
見
直
し
、
除
雪

Ａ
  対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と

Ａ
  外
部
か
ら
の
支
援
体
制
の
整

Ａ
  備
を
検
討
す
る

問
２
月
14
日
か
ら
15
日
の
記

録
的
な
大
雪
は
、
山
梨
県

内
に
も
極
め
て
広
域
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
が
、
再

び
発
生
が
予
測
さ
れ
る
中
、

自
治
体
や
市
民
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
立
て
れ
ば
よ

い
の
か
。
教
訓
、
課
題
、

対
策
を
示
せ
。

今
回
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な

い
大
雪
に
対
応
す
る
に
当
た
り
、

交
通
網
の
乱
れ
に
よ
る
避
難
所

の
設
置
を
初
め
、
市
民
か
ら
の

苦
情
、
相
談
、
除
雪
に
か
か
わ

る
多
く
の
課
題
が
明
確
と
な
り

ま
し
た
。

て
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
事
後

保
全
型
の
管
理
で
は
な
く
定
期

的
な
点
検
、
小
規
模
な
修
繕
を

行
う
予
防
保
全
型
の
修
繕
に
よ

り
、
費
用
の
削
減
を
図
り
、
安

全
に
通
行
で
き
る
交
通
網
を
確

保
す
る
た
め
、
平
成
23
年
度
に

大
月
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
、
平
成
25
年
度
に
は
大
月
市

舗
装
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
既

に
修
繕
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

道
路
の
り
面
、
道
路
標
識
な
ど

に
つ
き
ま
し
て
も
点
検
、
修
繕

計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、

必
要
な
修
繕
を
総
合
的
に
判
断

し
、
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
国
、
県
道
を

含
め
た
除
雪
路
線
の
優
先
順
位
、

孤
立
住
宅
へ
の
対
応
等
判
断
に

迷
う
こ
と
や
、
新
た
な
取
り
組

み
の
必
要
性
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

今
後
起
こ
り
得
る
雪
害
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
の
大

雪
の
経
験
を
生
か
し
て
積
雪
量

に
対
応
し
た
除
雪
路
線
の
見
直

し
や
、
客
観
的
な
優
先
順
位
づ

け
を
行
う
た
め
の
除
雪
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と
外
部
か
ら

の
支
援
体
制
の
整
備
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
整
備
後
に
は
適
切
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小原　丈司
山と川の街大月
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Ｑ
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

Ａ
交
付
金
等
を
有
効
に
利
用
し

Ａ
  整
備
に
努
め
る

Ｑ
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
に
つ

Ｑ
  い
て

Ａ
保
護
者
、
教
育
現
場
と
十
分

Ａ
協
議
し
、
慎
重
に
判
断
す
る

問
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果
公
表
方
法
、
土
曜

日
授
業
へ
の
考
え
は
。

答
教
育
長

問
交
付
金
を
利
用
し
た
災
害

・
環
境
対
策
・
観
光
活
性

化
策
へ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
予
定
は
。

答
市
長

国
の
10
割
補
助
で
あ
る
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推

進
基
金
事
業
を
活
用
い
た
し
、

指
定
避
難
所
で
あ
る
猿
橋
中
学

校
に
太
陽
光
発
電
７
・
５
キ
ロ

ワ
ッ
ト
、
蓄
電
池
15
・
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ

ラ
整
備
促
進
事
業
に
つ
い
て
は

国
か
ら
の
交
付
金
に
併
せ
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
４
社
に
よ
る
支

援
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
設
置

の
必
要
性
、
利
用
頻
度
な
ど
を

検
討
の
上
判
断
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
か
ら
全
国
学
力

・
学
習
状
況
調
査
に
関
す
る
実

施
要
領
に
つ
い
て
、
大
き
な
改

正
が
行
わ
れ
、
当
該
市
町
村
に

お
け
る
公
立
学
校
全
体
の
結
果

に
つ
い
て
、
公
表
す
る
こ
と
が

卯月　政人

代
表
質
問

NEW・OTSUKI

可
能
で
あ
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
県
教
育
委
員
会
や

他
の
市
町
村
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
図
り
、
校
長
会
な
ど
と

も
十
分
に
協
議
を
行
い
、
公
表

方
法
に
つ
い
て
慎
重
に
判
断
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
は
土
曜
日
等
に
授
業
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

し
ま
し
た
。

実
施
す
る
場
合
に
は
教
職
員

の
勤
務
体
制
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
の
活
動
、
学
校
施
設
の

場
所
提
供
な
ど
課
題
を
整
理
す

る
中
で
保
護
者
や
学
校
な
ど
と

協
議
し
て
い
く
こ
と
が
先
決
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

猿橋中学校

急速充電スタンドイメージ


